
苗畑のイネ科雑草から分離した
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著-者ら26)27)はさきに箇畑における雑草の繁茂は，針葉樹稚苗の Rhizoctonia solani による被害をいち

じるしく誘発し，また雑草から分離した菌株はマツ類の立枯病をおこすことを報告した。しかし，イネ科

植物から分離した菌株の病原性については述べなかったっ

わが国においては，中田・河村山のように R. solani はイネ科植物をおかきぬか， おかしてもごく微

弱だとする説もある しかし，著者らは苗畑に繁茂するイネ科雑草や牧草とそれらに接触するし、ろいろな

養成商が，ともにひどく R. solani におかされている例をしばしば観察したぺそれで， さきに報告した

実験にひきつづし、て，イヰ、科植物から分離した菌株の病原性につし、ての実験を行ったので報告する c

この研究を行うにあたり，懇切なるご指導をたまわり，かつ原稿の校閲の労をとられた林業試験場釜i*lJ

分場長伊藤一雄博士にたいして深甚の謝意、を表する。

E 試供病原菌の分離

Rhizoctonia 箇を府組織から分離する場合に，常法 (80%アルコーノレ一一0.1労昇添水一一殺菌水一一

培養基)によるときは，処理中 lこ菌糸が死滅して分隊できないことが少なくない。とくにイネ科植物から

分離する場合には失敗が多かったので，伊藤・紺谷・近藤ら1二〉の方法を用いたところ，ょうし、に培養をえ

ることができたn この実験に供した Rhizoctonia solani KﾜHN CPellicularia jilamentosa (PAT.) 

ROGERSJ の菌株は Table 1 に示したっ

E 針葉樹稚苗に対する病原性

1. 試料ならびに方法

供試菌株lì: Table 1 の中から選び，比較のために針葉樹および広葉樹からのものも供用した。供試樹

程はアカマヅおよびクロマヅとし，アカマヅは1953年(昭和27年)花輪営林署管内産，クロマツは秋田営

林署管内産の種子を用いたっこの接種試験には，伊藤・紺谷1引の考案した木箱 (4 分板製 17x17x 9cm , 

底に直径 1. 2cm の排水孔4 個)を用いこれに壌土をつめ， あらかじめホノレマリシ液で土壌消毒を行った

のち， 1954年(昭和29年) 5 月 28日に，馬鈴薯煎汁寒天培養基に 25C C で 1 週間培養した各菌株の Colony

を lcm2 の大きさの細片とし，箱 1 コにつき 3寸V ャーレ 2 コ分ずつ土壌の上に均等に並べ，その上に殺

菌土壌を 5mm の厚さに覆土ご散水し，菌糸の蔓延をはかった。 6 月 1 日にいたり，菌糸が地面lこ蔓延し

てまたので， 700 倍クスプノレシ液で表面消毒ごよく水洗したアカマツとクロマツ種子を，箱の地面を 2 等

(1) (2) 秋田支場保護研究室員
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Table 1. 接種試験に )IJ いた菌株

Isolate of R. solαni used for the inoculation experiments. 

寄 主 病 徴 I分隣したa部te位~I 採 C集al 札 I 分離年月日Date of 
Host Sympton IPert isolatedl Locality I ~ï~;I~Ùon 

|出ヅ 当年生出 Damping-off I 本畏 l IW  白岩 | Shiraiwa, 24/羽'53A I Pi~ll; densi tl;';~ Root Yamagata 

1 クロマツ 1 年生首
B I P. -Th~nbergii Root匂rot " IJ秋os田hiro，A龍K代ita11 17/JX'53 

|ユセ山ア 当年生苗 明Teb-blight 葉 [WDai111o， A代ki野~I 9/JX'53 C Robfnisρselldo司Acacia Leaf 

(いブν 当年生苗 I~形割 1D I AInll~ íi~'ma " Kamabuchi , 23/X,52 
Yamagata 

秋 田
E I Art hraxon hi s�i dus Leaf blight " Akita 

MAKINO var. ciliaris 

F I MrCl:~;tegium vimineum " l1NlYla形ammaabg11a手cthai ij l l | 18/JX'53 

G I Seta;i~ "vi~idis L…拙|
blight " | 秋 1:11 高屋 1. 1η Kôya, Akita 1. 

Leaf spot 
11 11 11 H I Hi~r"o'dzloe odorata blight 

1 1 Ken山 f… 31 11 |lM 淵 lKamabuchi , I 29(V1'53 
Yama胃ata

J I Âgl:~sii~ Matsumurae 11 17/¥111['53 

Poa annua " |秋 Akita 田|河川臼

L I Digﾚa'ria ciliaγis " 

M I Þ;;i~~ Cγ叫sgalli " " " 8/¥111['53 

N[ Eγαgγostis f白γ也rginea " 

o I Rice piant 
Sheath s附!

blight Sheath 
|~11J  

ヰ、 1 IM  西里|" Nishizato , 19/JX'54 
Yamagata 

注: Oì土目黒の本場樹病研究室から分譲をうけたもので，島根県農業試験場(当 11与)横木国臣氏の
分離した菌株

分して各 250 粒ずつまきつけて ， 4mm の厚さに覆土し，殺菌水を散水したっそのごも実験期間中乾燥し

ないように隔日散水した。なお，この実験は 4 連制とした。

2. 試験結果

6 月 18日にアカマツ， 20日にはクロマツがそれぞれ発芽開始し， 6 月 26日にいたり急激に発病倒伏する

ものが現われた。第 1 回の調査はそれから 2 日どの 6 月 28日に行い，そのご隔日調査を行った。擢病苗は

そのつど除去し，発芽苗のほとんどすべてが消失する区の生じた 7 月 13 日まで調査を行って打ち切った。
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Table 2. 各閣のアカマツ稚山に対する II有原性

Pathogenicity of the isolates of R. solani on Pilllls densiflora seedlings. 

まき付粒数 |一半!地上発芽数 Percentage I Postemergence loss 
Isolate 

Numb巴r of Total lof pre-~mer-I 28/vl ~5/vJ[ i 6/vrr ~ 13 言 l 被害率
seeds 80wecl emergency 日ence loss 刻ト5fvlI I 6川~1111Total l Percentage 

96 必o Check 1, 000 615 。 。 。

A n 361 25.4* 326 13 339 9ヲ .9**

B n 640 。 61 152 213 33.2* 

C n 213 40.2** 199 10 209 98.1 ** 

E n 678 。 99 161 260 38.3* 

F n う37 7.8 180 151 331 61. 6** 

G n 394 22.1 127 71 198 50.2** 

H n 570 4.5 347 97 444 77.8** 

I n 528 8. 7 242 89 331 62.6*キ

J " 639 。 218 130 348 54.4** 

K n 416 19.9 166 90 256 61.5** 

L n ち31 8.4 180 79 259 48.7** 

乱f M 702 。 167 150 317 45.1** 

N n 364 21.5* 122 98 220 60.4キネ

。 n 425 19.0 70 72 言3.4*

�:t: Note *.... 5 %の危険率で宥意 **. ...1 %の危険率で有意

Significant at 5 7ぢ level. Significant at 1 % level. 

Table 3. 各菌のクロマツ稚苗に対する病原性

Pathogenicity of the isolates of R. solani on Pinlls Tlzunbergii seedlings. 

まき付粒数 地上発芽数 地中腐敗率 {到 P伏o 型被 害
Percentage stemergence loss 

Isolate Number of Total of pre-emer司 28fVI~吋6/Vll~ I 判| 計 |被害率
seeds sowed emergence 宮ence 108s Total Percentage 

Check 1, 000 672 o 7ぢ 。 。 。 0%  

A n 282 39.0キネ 271 5 276 97.8キ*

B n 673 。 25 162 187 27.7* 

C n 223 44.9** 208 B 216 96.8** 

E n 677 。 65 150 215 31. 7* 

F n 574 9.8 205 189 394 68.6** 

G n 453 21. 4 キ 197 92 289 63.1 キ*

H n 550 12.2 353 133 486 88.3*本

I n 618 5.4 268 174 442 7 1.ちキ*

J n 750 。 199 238 437 58.2*キ

I王 n 550 12.2 217 158 375 68.1** 

L n 666 0.6 270 222 492 73.8** 

M " 624 4.8 206 200 406 65.0** 

N F〆 469 20.3 18ラ 144 329 70. 1*本

。 n 383 28.9キ* 83 67 150 39. 1*キ
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Fig. 1 接種試験則II\J'II の気温と降水bl
Temperature and pr巴cipitation during 

the inocu!ation experiment. 

以上の試験却!問における

調査結果をあげると Table

2, 3 のとおりである。こ

の期間の気象初瀬~結果(秋

田測候所観測，試験地から

車ワ 2km) は Fig. 1 のと

13 おりである。

この結果において，アカ

マツ，クロマヅとも地中腐

敗率，倒伏型被害率ともに，

各菌株r:\]の病原性にかなりいちじるしい廷がみとめられる。また，アカマツとクロマヅでは被害は大体同

じ傾向を示しているが，クロマツがややよく発病しているのは，陰湿なr~VJ~の影響によるものと思われる。

地中腐敗率および倒伏型被害について，有意差があるものをとりだして比較すると Tab!e 4 ， 5 ， 6 ， 7 のと

おりである。アカマツ，クロマツとも地中尉款と fï1J伏型被害ともにし aちじるしいのは，ニセアカジアとア

カマヅカ i ら分離した菌柄、であり，紋枯病l!lhl では地中腐敗がやや多いが， liiJ1J:型の被害が少ない。逆に倒伏

型の被害が多く，地中!腐敗の少ないのはコウボワの菌である。

IV イタチハギに対する病原性

実験 1.

1. 試料ならびに方法

供試I日の養成は 5 万分の l 磁器製ポットに壌土をつめ，あらかじめホノレマリン液で土壌消毒を行ってお

Tab!e 4. アカマヅ苗の地 \1\腐敗の比較

Comparison of the Pre-巴mergence-damage of P. densiflora s巴edlings.

A G K 。C N 

B * キネ ** * * 

E ネネ ** * ** ** * 
H キ *ネ キ . 
I 本ド

J 本* 本* 考ミ * 

L ** 
民f ** ** ** ** 水不 * 
。 * 
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Table 5. アカマツ箇の倒伏型被害の比較

Comparison of the postemergence-damege of P. densiflola se巴dlings.

H F C A 

*司ド** ** B 

** *水** E 

* 本F 

* ** ** G 

** * I 

** ネネJ 

ネ*ネK 

** ** L 

ネ** ** ** 。

Table 6. クロマツ首の地中腐敗の比較

Comparison of the pre-emergence-damage of P. Thunber gii s巴edlings.

N G C A 

*ネネネ水*

*ネ*キ*ネキ*

*水** 
* 

** * 

* ** ** 
* *ネ*本

* 
** ネネ*Pドネ

B

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

 

* *水ヰド*

* 

Table 7. クロマツ苗の倒伏型被害の比較

Comparison of the post巴mergence・damage of P. Tlzullbergii seedlings. 

N 

B ネ* ** 水水 * キヰド キキ * * ** ネ* ネ*

E *水 ネ* ** *本 *キ ホ* ネ *ネ

F * * 
G ** ** ネ*

I * ネ

J ** ** 水*

K *本 ネ* ** 
L * * 
M * * 
N * * 
。 ** 2ド* * ** * * エド * 

M L K J I H G F C A 
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Fig.2. 按同試験期r:\]中の気温と降水母
Temperature and precipitation during the inoculation experiment. 

1 ポットあたり 3g ずつま

きつけた。約 2 週間ごに発芽して秋までに 15cm 前後に成長した。 1956年(昭和31年) 4 月 25日にあらか

じめ消毒しておいたポット 1 コあたり 12本ずつ植えつけ，各苗とも 15cm の長さに刈りこんだ。 5 月 10 日

f!, 1955年(昭和30年) 5 月 23 日イタチハギ鶴子にセレサン 15ぢ量を塗抹し，

に尿素を 1 ポットあたり 2g ずつ水にとかして施肥した。そして校葉がよく繁茂してぎたi時期に接棒試験

を行った。この間土壌と苗木に 3 聞にわたり，ウスプルン 700倍液を散イ11 して， n然発病を予防した。

1956年(昭和3Hrミ) 6 月
Table 8. 各菌のイタチハギ苗に対する病原性

Pathogenicity of the isolated of R. solani 

on Amorρha fruti cosa seedlings. 

19 口白木を 700倍ワスプ

ノレ:Y ì夜で消毒ご水洗し，

病程度
Degree of pathogenicity. 

回|第 2

mm 馬鈴薯寒天培養基に政i f1~ 
Isolate 

25 0 C で 3 日間培養した[ii[ 

各i担株の Colony を3mm

%Jの切片とし，ポット 3

コあたり 3 寸ν ャーレ 2

コ分を均等に苗木の葉と

校計Mに付着せしめて接種

した。これにトタン製の

カンを被覆してì~室状態

となし， 63時 li\lごに発1丙

状態を調べた。なおこの
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試験は 3 連制とした。こ

の接種試験期間の気象観

2. 

測結果(秋田測候所観測)

試験結果

接種ご 2 日目にはイノ

は Fig.2 に示した。

i主: Note 士…菌糸がからみつくが変色せず The mycelia growed 
but did not affect the seedlings. 

+…・の約 5%発病 55ぢ of seedlings were affected. 

++……" 155ぢ 15% H 

+++…..." 20% 20% か

+十十十….." 30% 30% " 

++++十…..." 50% 50% 

十++++ート……，， 60% 60% 
++十十++ + ...... "70% 70% クラムの付着部付近から

発病を開始したっ 6311与問
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ごの発病状態を示すと Table 8 のとおりである。

実験 2. 

R. solani には発育温度を異にする系統があり，温度によって病原性にも差があることが附村 20)，富

樫33)，および松浦・高橋1;))そのほか多くの報告がある。ゆえに実験ー1 は比較的低i昆矧に行われたので，

気祖の高いII!H切にさらに実験 2 を実施することとした (Fig.2 参照)

1. 試料ならびに方法

実験 1 に川いた在i木はそのごしだいに恢復して発病がみとめられなくなり，校集がいちじるしく繁茂

してきたので，実験 1 と同じ菌株を同じ苗に 7 月 23日に接種したっその方法は 25νC で 3 日間培養した

Colony を乳鉢でよくすりつぶし， 苗木に均等に塗抹して接種したほかは前実験に準じて管理して調査し

?と〔

2. 試験結果

7 月 24日には菌糸がいちじるしく繁殖してからみつき，発病しはじめた。 6311!ill \Jご (7 月 26日)の発病

状態は Tab!e 8 に示した。以上の 2 回の試験結果をみると， アカマツ苗にたいして病原性がつよいもの

でもイタチハギにたいしてつよいとはかぎらず，逆に弱いものでもイタチハギにたし、してつよいものもあ

る。またいずれにも病原性がかなりつよいものと，弱いものがある。実験 1 ， 2 を比1駁してみると，高温

でとくに発病が多くなったものはイネの紋枯病菌であり，高温でやや少なくなったのはニセアカ ν ア菌，

いずれの場合も発病の多いのは，メヒ乙/ノミ，スズメノカタピラ，イヌピエからの的株で，またいずれの場

合も病原性の弱いのは，コプナグサ，ケンタッキーブェスク 31からの菌株であってこのほかの菌株では大

差がない。

V イネ科植物に対する病原性

A デントコーンおよびキンエノコロに対する接種試験

実験-1 土壊接被

アカマヅおよびクロマツにたいする接種試験に準じて 1956年(昭和31年) 5 月 20日に各菌株を箱内の土

壌に接種し， 23日に各箱にグントコ- ::/20粒，キシエノコロ種子1. 5g ずつまきつけて，それぞれ 4mm，

2mm の厚さに覆土し， :適時土壌に潅水して適潤に保Tこしめて発芽状態を調べたり なおこの試験は 4 連制

とした。気象条件は fig.2 参照のこと。

2. 試験結果

5 月 29日にはデシトコーンが， 31 日にはキシエノコロが発芽をはじめたつほぼ発芽が出揃った 6 月 13 日

の発芽状態は Table 9 ， 10 に示した。

この結果をみると，デントコーンは，まったく地中腐敗をおこさない。キシエノコロでは，アν ボソ，

ヌカボ，スズメノカタビラ，イヌヒ'エおよびカゼクサからの菌株以外はすべて地中腐敗をおこしている。

発芽苗のそのごの発病はメヒ νバ菌が 1 本のグントコ-::/の葉先をおかしただけでそのほかはまったく発

病しなかった。

実験-2 地上部に対する接種

1. 試料ならびに方法

実験 1 に用いたデントゴーシ(約20cm) とキシエノコロ (5- lOcm) に対して同じ菌株を用し、て接種を

行ったr 6 月 19日にあらかじめ馬鈴薯寒天に 25C C で 2 日間培Fそしておいた各菌株の Co!ony の先端の
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Table 9. 各国のデントコーシとキンエノコロに対する病原性

Pathogenicity of the isolates of R. solani on Dent corn and Staria lutescens. 

地 _t 発 芽 数。 J丙斑長⑨ 提D 病程度⑨
菌 株 Total emergence Length of lesion. egree of 

Isolate 
D. C s. L D. C 

Pathogenicity 
S. L 

Check 58 729 0.8mm 

A 55 582 26.8 十+++

B 60 632 3.6 ++ 

C 56 544 22.4 十+十

E 58 542 6.3 ++ 

F 57 754 39.6 十++++++

G 55 667 25.8 +++++ 

H 56 559 33.9 ++++十+++

I 58 546 3.4 十

J 57 708 16.5 +十++十十++

K 57 688 59.0 ++++++十+

L 57 573 66. 7 十+++++++十

乱4 57 698 25.3 +++十+

N ち6 778 45.3 ++十++十十++

P 55 362 28.2 十+++十十十+

注: Note 1. 0 .......土壌接税
lnoculated with the fungi to the soil. 

2. (....... :;柴と葉鞘に接穐
lnoculated with the fungi to the leaf and sheaths. 

D.C...... デシトコーン Dent corn. 
S. L...... キシエノコロ StaTÏa lutescens. 

+....... .10本以下発病 +++++..........60%前後発病
十 +......10%前後発病 +十++十+十.... ..7096 11 

+ ++.... 30~ぢ H 十++十 ++++....80% 11 

+十十十. .50% 11 + + +十十十十十十. .90タ6 11 

Table 10. キンエノコロの地中腐敗の比較
Comparison of the pre-emergence-damag巴 of Stari a lutescens. 

ICheckl A I B I C I E I F I ~ I H I 1 I J I K I L I M I N 

Ch巴ck 調区本

A *キc .電

** 本* ** ド* ** 
B ** ** ** * *本

C キキ キネ 斗三本 キ* ネ* *斗 キ* ** ** ** 
E *ネ ** ** ** ** ** 本* ** ** ** ** ** 
F ** キ* *ネ ネ*

G ネ* *本 *本

H *キ *ネ 本* ** *ネ ** *キ *キ

I ** *キ 本* ** ** *キ *ネ ネ*

J キ *ネ

K *本

L ** *司ド ** キ* ** ** ** 
M ネ

** 
N 

P 本* ** ネ* ** ** ** ネキ *オド ** ** ** ** ホ* ** 
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部分から1.0 x 1. 0 x O. 4cm のくさび状の切片をとり，イノクラムとし， グシトコーン苗の先端から 2 番

目の葉i階部(あらかじめウスプノレシ液で消毒ごよく水洗)に挿入して接種した。イ共試本数は各菌存在ごとに

40本とした。

キシエノコロに対しては， 3 箱あたり 3 寸V ャーレ 2 コ分の Colony の 3mm" 角のイノクラムを均等

に接種した。以上の接種苗を湿潤状態に保つために地面に散水し，ビニーJレで被覆して湿室に保った。

2. 試験結果

6 月 22 日 (72時間ご)の発病状態は Table 9 に示した。なおイネの紋枯病菌区では病斑が淡褐色を呈

し，そのほかの区では水没状の淡黄~黄灰色を呈し，.いずれも型的な紋枯症状を呈しなかった。

デシトコーシとキシエノコロにたいする病原性は各菌株ともほぼ同じような傾向を示している。

B イネに対する接種試験

中国・河村17)および野津・横木19)によれば，イネの紋枯病菌 (Corticillm Sasakii) はイネに型的な紋

枯病理を形成し，いちじるしく菌核を作りやすいとし，伊藤・紺谷11)によれば， C. vagum と C. Sasakii 

とは分類学的には異なるところがなく，その差t't単にイネに紋枯症状を呈するか否かの 1 点に存するとし，

そのご伊藤・紺谷・近藤12)は C. vagum (Rhizoctoni a sol ani) と C. Sasakii の中間的性質をもっマメ

科樹木とカラマツ苗のくもの巣病菌もイネに紋枯症状を現わすことを報告した。ゆえに，少なくともイネ

に紋枯症状をおこさぬものは，紋枯病菌と異なることは明らかであるから，リクトワ(農林20号)に接種

試験を行ってたしかめた。

Table 11. 各菌のイネに対する病原性

Parasitism of the isolates of R. solani to rice plant. 

菌Isolat株:1 病原性 [i菌01 核の形成
Pathogenicity ormation of 

sclerotium 

A + 
C + 
D + 
G ++ 
H ++ 
I + 
J + 
K + 
L + 
N 十
I I 
。 +++ + 

注: Note ++ +....きわめて明瞭な紋枯症状を呈す。
Sheath spots are produced very distinctly. 

++.......やや明瞭な紋枯症状を呈す。

Sh巴ath spots are produced. 

+.........病原性を現わすが紋枯症状は認められ
ない。

N 0 sheath spots are induced. 

1. 試料ならびに方法

1954年(昭和29年) 5 月 5 日リクトワ

種子を畑地にまきつけて苗を養成してお

き， 7 JJ 10日にあらかじめホルマリン液

で土壌消毒しておいた 7 寸素焼鉢:こ植え

つけて，戸外において養成した。そして

開花期の 9 月 1 日に 250 C の採光式定温

器に収めて接種試験を行った。すなわち，

80%アルコールおよび 0.1%昇示液でイ

ネの葉鞘と葉身を処理ご殺菌水でじゅう

ぶんに洗糠し，その部分にあらかじめ馬

鈴薯煎汁寒天培養基に 250 C で 2 日間培

養しておいた各菌株の Colony を 5mm2

大にきりとり，これを葉鞘と葉片に接蒼

させ，その上を殺菌水を含んだ脱脂綿お

よび油紙で包んだ。対照として無菌の馬

鈴薯寒天を同ように接着処理した区を設

けた。実験期間中は接着部の脱脂綿に殺

菌水を補給した。供試本数は各菌株ごと



Table 12. イネ科雑草から分離した R. solani の病原性の比較

Comparison of the pathogenicity of R. solani isolated from graminaceous weeds. 

\供試祈物 i アカマツ | クロマツ |イ ヰ、
'" Test I P. de附'1101" a P. Thunbe1"gii I Rice plant 
~ plant 1 .., ,..^"," I "'，"""..'.LH~ 1 ..,' ......" 1 ,",,,.._..,, ...1 
\ご-一一 I ttl!. '1 '腐敗 I ji'lj伏時'J被害| 地中腐敗 十倒伏耳明日子| 紋枯症状

山株 '" 1 Pre- 1 Post IPre- [Post [ 
r~~rate ~ I ~;;ergence I ;~~~gencer ~~ergenCer ;;';';ergence ISheath spot 

イタチノ、ギ
A.mογρhα 斤 -u ticosa 

web-blight 

I 回目 I II 恒l 目

グントコーシ
Dent corn 

キシエノコロ
Sta1"i a lutescens 

発芽附J当 i 策.葉鞘 | 発見 1 5[[ 者 | 柴
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10本ずっとした。発病状態を調査したのち，病斑を含んだ葉鞘と葉片を約 7cm の長さに切り， 3 寸ν ャ

ーレ内にF紙をしいて水を含ませて湿室となして収め， 250 C の定温器内に入れて菌核の形成の有無を調

ベた。

2. 試験結*

接棉ご 8 日目( 9 月 8 日)の発病状態と，そのご20日間の菌核の形成の有無について調査した結果は

Table 11 に示した。

この結果のように，イオ、に紋枯症状を呈せしめたのは， 3 菌株だけであり，しかもイネの紋枯病問以外

は病斑がやや不明瞭であった。

VI 綜 括

以ーとの各接楠試験結果から各菌株の病原性を綜括的に比較したのが Table 12 である。

'11 論議および結論

さきに著者ら27)はイネ科以外の雑草から分離した R. solani のアカマツとクロマツ稚苗にたし、する接

種試験を行い，各菌系には病原性の強弱の差はあるが，その大小は分離源寄主の種類によって選択性のあ

る事実はみとめられないことを報告した。このたびのイネ科植物から分離した菌株のアカマツとクロマツ

稚苗にたし、する接稀試験結果では，かなり病原性のつよいものも含まれてはいるが，デントコーンおよび

キンエノコロの地上部にたいする病原性は，さらにつよし、傾向を示している。しかし，これらはイタチハ

ギにたいしてもほぼ同ような病原性を示しているので，むしろ，イネ科植物の地上部から分離した菌が，

.マツの立枯をおこす性質よりもイタチハギのくもの巣病をおこす系統を多く含んでいるものと考えるべき

であろう。したがって， このたびの試験結果も前の報告と一致し ， R. solani の菌系はその分離源寄主

と同一種の植物にたいしてつよい病原性を示すが，ほかの種にたいしては一般に微弱な傾向がみとめられ

るとする松本).j)， SAMUEL ・ GARRETTおう WELLMAN3心， RICHTER23り SMITH30)，明日山・中山ら))の

説と異なり， BOOSALIS汽伊藤・紺谷10) ， TOLBA ・ MONBASHER32) らの意見と一致する。しかし，各菌

株には病原性の大小の差があり，いずれの寄主にも病原性のよわいものとつよいものが含まれ，またマツ

の立村病をおこす性質のつよいものと，イネ科組物の地上部をおかしやすく，イタチハギのくもの巣病を

おこす性質のつよいものがある。イネの紋枯病菌はアカマツとクロマヅの倒伏型被害をおこす，t'l:'ftがよわ

し伊藤・紺谷・近藤11)のカラマツにたいする接種試験結果と一致する。しかし，地中腐敗がかなりつよ

く現われたのは異なるところである。

イタチハギにたいする 2 回の接種試験結果では，低温期でも高温期でも発病の程度は大体同ような菌株

も少なくないが，イネの紋枯病菌のように高温の場合病原性がつよいものもあり，また逆に高温でややよ

わし、傾向を示したものもある。これは岡村山，松浦・高橋1日，富樫33) らの報告のように R. solani は温

度の高低によって病原性の発現に差がおこったものと考えられる。また，イネの紋枯病菌が高温で病原性

が大であるのは，中田・河村11>，遠藤町らの報告と一致する。

デントコーンにたいする土壌接種では，各菌株とも地中腐敗をおこさず，その後も幼苗には発病をほと

んどみとめられなかった。 RESPLANDy22) のトウモロコVの R. solani による被害(i.， 雄花期[こ達し

たものに最高であって，若い植物は不適な環境下で生育し，ひどく被害をこうむらなければ枯れなし、とし、
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う観察もあるので，棄と架，\\~にふたたびJE室状態で接極したところよく発病し，各国株の病原性はほぼイ

タチハギにたいすると同ような傾向を示した。

アカマツとクロマツでは地中腐敗をおこす性質のつよし、菌株が，大i本倒伏型被害をもつよく現わすが，

キンエノコロにたいする土壌接種では，地中腐敗と地上部にたいする被害では一致しないものがかなり多

い。これは各菌株の病原性の差異もあろうが，接種時期を異にしたことも大きし、原因と考えられる。イネ

の紋枯病菌も地中腐敗，地上部の腐敗ともにつよく現わした。この結果は逸見・横木町のイネの根や稚苗

をおかすという報告に一致する。

ィォ、にたいする病徴からみて，紋枯1丙斑を現わしたものは，イネの紋枯病凶とエノコログナおよびコワ

ボウの菌株だけであり，しかも紋枯病菌以外では病斑がやや不明瞭であり， í羽核が形成されない。またキ

ンエノコロとデシトコーンにできた病斑についても，紋i古的では淡褐色なるに反し，ほかの 2 菌株では淡

黄-y~灰色を呈し，しかもアカマツとクロマツ稚苗の倒伏型被害をかなりつよく現わす点も異なるつまた

伊藤ら12)によればイネの紋枯病í~ とはttí'lの異なるカラマヅおよびマメ利樹木のくもの巣病菌もイヰ、に紋

枯病斑を現わすので，さらに検討しなければ異同は決しかねる。

以上のようにイネ科植物から分離した菌株のイネにたいする病原性は，イヰ、の紋枯病菌と一致しない点

が多く，しかもマツの立枯病菌とニセアカ νアのくもの巣病菌もイネ科植物をかなりつよくおかしたつした

がって，中国・河村ら11)の C. vagum はイオ、科植物をおかきぬか，おかしてもごく微弱だとする説には

同意しがたい。イネ科植物が R. solani にたいして免疫性あるし、は低抗性であるという報宍は， NEWｭ

TON ・ MAYERS1円高橋・松浦3llそのほかの人々によってなされてし、る。 -}j SAMUEL ・ GARRET2九

日YNES川 BLAIR2) ， BRUEHL，l)はコムギ， エンノ:ク等の子苗の地下部の R. solani による被害につい

て報告し， PIPER. COE2ll , MONTEITII lGl, DICKINSON円 SHURTLEFF28)2!1)，および SAMPSON ・ WES­

TERN2りらは芝生および牧草の Brown patch を報告した。伊藤らIII は Suiter's grass とイオ、にたし、す

る病原性について検討し， C. Sasakii と C. vagum をイネ科植物にたし、する病原性の有無によって区

別するのは適切でないとした。その後松浦・高橋1;:))も ， R. solani がイヰ、にたいして病原性のあることを

報告している。このたびの著者らの結果も以上の報告と一致する。

つぎに伊藤・紺谷・近藤12)によれば，カラマツの立枯病菌はイヰ、に病原性をみとめなかったが，著者ら

のアカマツとクロマツ立枯病菌は病原性がみとめられた。これは松浦・高橋15)のアカマツ立枯病菌による

実験結果からも報告されてし、る。

岩田・細田13) はヤ νヤプν とヒメヤνヤプν苗木の大枝白羽病を報告し， その病原を C. Sasakii と

したが，著者らのヤνヤプνの菌はイヰ、にたいして紋枯症状を呈しなし、ので R. sol ani としてとりあっか

うべきであろう。

\111 摘 要

この報文は百畑においてイネ科植物の地上部をおかず Rlzizoctonia solani KむHN の菌除のアカマツ

とクロマツ稚苗，イタチハギおよびイヰ、科植物にたいする病原性についてのべたものであるつ

1. イネ科植物から分離した菌株でもアカマヅとクロマツ稚苗の立枯病をかなりつよくおこすものが含

まれる。

2. イタチハギのくもの巣病をおこす性質のつよい菌株が多いっそして高温で病原性の大なるものと逆
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に小となるもの，高温，低温いずれでも大差がみとめられなし i ものがある。

3. デントコーンへの土壌接種では，地中腐敗をおこさず，キシエノコロでは多くの菌株が地中腐敗を

おこした。これらの菌株のデントコーンとキンエノコロの地上部にたいする病原性はイタチハギにおける

と大体同じ傾向を示した。

4. イネの五四'11にたいしては，各菌株とも病原性があるが，紋枯症状をおこしたのは，イネの紋枯病菌

とエノコログサとコウボウからの菌株だけであり，しかも紋枯病菌以外のものでは病斑がやや不明瞭であ

り，菌核を形成しない。またアカマツとクロマツの立枯病をかなりつよくおこす点およびデジトコーンとキ

ンエノコロにたし、する病理の色が異なる点からみてさらに検討を要する。またヤVヤプνの立枯病菌(くも

の巣病菌)も紋枯症状を現わさず，病原性カ→らみて R. solani としてとりあっかうべきものと考えられる。

5. 以上の結果から Corticium Sasakii と C. vagum (R. solani) の差異はイネ科植物にたいする

病原性の有無によって区別し， C. vagum ~t.イネ科植物をおかきぬか， おかしてもごく微弱であるとす

る読には同意しがたい。また，各菌株の病原性の大小は分離源寄主の種類によって選択性のある事実にみ

とめられないのしかし各菌株間の病原性の差異はかなりし、ちじるしい。
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図 版 説 明

Explanaton of plates. 

Plate 1. イネ科雑草から分離した R. solani のアカマヅとクロマツ稚苗に対する接格試験結果

Results of inoculation experiments by various strains of R. solani isolat巴d from graminaceous 

weeds to pine seedJings (Pinus densiflora and P. Thullbe1.gii). 

Plate 2. イネ科雑草から分離した R. solani のイタチハギに対する第 1 回接種試験結果

Results of inoculation experiments by various strains of R. solani isolated from graminaceｭ

ous weeds to Am01.pha fruticosa. - 1 

Plate 3. イネ科雑草から分離したR. solalli のイタチハギに対する第 2 回接種試験結果

Results of inoculation experiments by various strains of R. solani isolated from graminaceｭ

ous weeds to Amorpha fruticosa. - II 

Plate 4. イネ科雑草から分離した R. solani のデントコーンとキンエノコロに対する接種試験結果

Results of inoculation experiments by various strains of R. solani isolated from graminaceｭ

ous weeds to dent corn and Staria lutescens. 

i王:符号は Table 1 の菌株を示す。
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Pathogellicity of Rhizoctonia solani KﾜHN isolated from 

Gramillaceous Weeds in Forestry Nurseries. 

Kunihiko SATO aml Tsugio SHOJI 

R駸um� 

The present report deals with the results of inoculation experiments with Rhizocfonia 

solani isolated from several graminaceous weeds in nurseries to pine(Pinus dellsifloTa and 
、

P. ThunbeTgii) seedlings , AmoTρha fruticosa , dent corn and Setaria lutescens. 

The results obtained are summarized as follows : 

1. Among these isolates tested, s巴veral strains from the leave of Gramineae, as 

well as those from P. densiflora and Robinia ρseudoacaci a caused severe damping-off of 

the pin巴 seedlings. But the rice plant isolate (Sheath-spot fungus) was weak in virul色nce.

(Table 1-7) 

2. The pathogenicity of the isolates to the leaves and sheaths of Setaria lutescens, 

dent corn and AmorPha fntficosa showed approximately the same tendency, and the 

isolates from the Gramineae were severer in virulence to the leaves of Amor�ha fruticosa , 

c1ent corn anc1 Setaria lutescens than to P. densi・flora seedlings, and the damping-off 

Rhizoctoniαfrom the pine seec1lings were moderate in virulence. 

1n the pre-emergence damage , the isolates tested c1id not attack c1ent corn , and 

Setaria lutescens was distinctly affectec1 with many isolates. (Table 8 , 9, 10) 

It has been reported by several invetigators that R. solani is more virulent on the 

host from which it was originally isolated than it is on a different host species, but the 

results of the inoculation experiments made by the present writers do not coincic1e with 

this conclusion. 

The pathogenicity R. solani on the pine seec1lings , Amorρha fruti cosa and graminaｭ

ceous plant may be generalized rather than specific. 

3. The parasitism of each of many isolates of R. solani in rice plants was examined. 

All isolates tested were pathogenic to rice plants, and the sheath-spot fungus and 

Setaria vividis, Herochloe odorata isolates causec1 the sheath-spot. The symptoms produced 

by the sheath-spot fungus were more distinct than those by two isolates from graminaceous 

weeds which were different from the sheath-spot fungus in the parasitism to the pine 

seec11ings. (Table 11) 

Several Japanese plant pathologists have believed that C. Sasakii , the causal fungus 

of the sheath-spot of rice plants is distinctly different from C. vαgllm in the following 

parasitic characters: Sheath-spot fungus attacks the Gramineae and causes the sheath-spot 

-disease , anc1 the pathogenicity of C. vagllm on the Gramineae is negative or very slight 

and produces no sheath-spot. 

But this conclusion does not coincic1e with the following results of the inoculation 

experiments made by the present writers: The damping-off Rhizocfonia from pine 

seedlings, the web-blight fungus of Robinia pseudoacacia and the Gramineae isolates 

which form no sheath-spot were severely pathogenic to the Gramineae. 
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